地域密着型サービス運営推進会議記録（第3回）

	施設名
	　グループホーム笑顔毎日

	施設種類
	　認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和7年10月3日

	会場
	　グループホーム笑顔毎日

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	１人

	
	地域住民代表
	3人

	
	有識者
	１人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	・現況報告（R7.8～R7.9）
・委員会、研修会、行事について
・介護の日イベントについて
・意見交換

	
	

	議題
	入居状況
・定員27名に対し、9月末時点の利用者は26名（利用率96.2%）報告時点の翌日、新規入居者があり満床となった。
入退居状況（8・9月）
8月： 新規入居2名、退居0名
・8月9日：87歳女性（要介護3）が入居。徳島市内の特別養護老人ホーム（以下特養）でのショートステイから地元への帰宅を希望
・8月18日：92歳女性（要介護3）が入居。阿南市内の特養でのショートステイから入居を希望
9月: 退居1名
・92歳女性（要介護3）がADL（日常生活動作）低下のため、小松島市内の特養へ入居。春先に脳腫瘍が見つかり、症状進行により車椅子生活となったため家族と相談の上決定


施設内委員会・研修会・外部研修の報告（8月・9月）
委員会：感染症対策委員会、認知症ケア委員会、事故防止委員会、生産性向上委員会を開催
決定事項：事故防止委員会において、入居者の目に触れない場所での洗剤等の薬剤管理方法をユニット間で統一した
外部研修：医療センター主催の「第1回ケアカフェ」に看護職員が参加。議題は「見寄りのない方の受け入れについて」

行事報告（8月・9月）
8月：施設合同納涼祭を隣接するアンダルシアのゲートボール場で開催。
地域住民やボランティアも参加し、盛況であった。施設内でスイカ割
りや、津乃峰スカイラインへのドライブを実施
9月：合同敬老会を実施。来賓やボランティアも参加。入居者による藍染めハンカチ作りを実施。完成品は10月18日の健祥会学園祭にて出展予定。日常的なレクリエーションも継続して実施。

「介護の日」イベント企画について
11月11日は「介護の日」。介護の仕事や現状について国民の理解を深め、介
護サービス利用者や従事者への感謝を伝えるとともに、地域全体で介護を支
える環境づくりを推進することを目的としている。
施設合同イベント「スマイルカフェ」を11月21日に実施予定。昨年同様、
地域の方々との交流を図りながら、屋外での体操や焼き芋などを実施

その他意見交換
（委員より）
3ヶ月に1回開催している「オレンジカフェ」について、前回の開催で利用
者が折り紙作成などで自身の潜在能力を発揮し、大変満足した様子が報告さ
れた。歌唱活動などでも利用者の過去の経験や得意なことが引き出される貴
重な機会であることが評価された

次回開催予定は、11月下旬


	
	



